
出荷場所施設改善と運転者の改善基準周知再徹底富山県
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一►荷主企業：発荷主G（製造業）
荷主G社は、全国に複数の工場を持つ紙・パルプ製造業者であり、中部地方に立地

する工場が今回の検討会の対象となっている
►           G-a G-b

元請G-a社はG社の物流子会社で当工場出荷配車業務及び実運送も行っている。

運送事業者G-b社は、長距離輸送と地場の輸送を両方とも行うが、長距離輸送は

全てG社からの出荷貨物となっている。
►荷種

紙製品及び原料

｀

7
ー

接車バース

【改善の方向と効果検証項目】
①横持との連携による積込み場所の集約の可能性検討
②接車バースと荷役ホームの改修による積込作業現改比較
③平ボディー車シート掛け作業時間の改善の検討
④ドライバーの時間管理の指導再徹底
⑤確保できる車両を基礎として輸送量を調節する手法の
業界内への展開

荷役ホーム（左側に増設） 荷役ホーム拡張部分（工事中）
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自動車輸送統計による業界別月別輸送量（紙パルプを含む軽工業品について）

ゴ ム製品 ・ 紙 ・ パ ル プ軽工業品
平成 紙・パルプ繊雉エ邸坦饂 食料工業日用品 木製品そ軽工業品月別平均芦言摩心
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4 12,204
5 6,940
6 9,349
7 8,742
8 8,237
9 8,706
10 10,978

14,23117,792
15,38420,873
20,130 16,802
16,22021,362
19,32015,389
21,84520,668
16,84226,016

6時
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11  9,195 2,770
12  7,625 1,552
1  17,111 1,040
2  7,929 1,746 15,72519,39921,546
3  11,259 849 15,96422,26219,839 3,089 73,263
月平均 9,856 1,431 16,68919,61819,994 3,380 70,968
年度計 118,27517,169200,271235,417239,92340,563851,618
※食料工業品、日用品の自動車による輸送蘊を自動車輸送統計月報から抽出して作成
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884 20,987
1,980 28,336
1,131 8,118

814 12,187
1,350 13,213

998 20,925
2,055 16,368

17,041
18,563
12,843

3,029 69,126
6,277 79、790
2,955 58,485
1,900 61,226
2,991 60,501
2,138 75,281
3,269 75,527
5,422 74,300
3,721 70,457
2,095 83,641
3,676 70,021

124 097
070 112
095 082
089 086
084 085
088 106
111 106
093 105
077 099
174 118
080 099
114 103
100 100



① 今回、本パイロット事業の対象とした輸送は、製紙業G社の関東地域に所在する販社ストックポイン

ト向け製品輸送であり、とくに発地·着地双方での荷積み·荷下ろしでの長時間の待機等の重篤な

問題はなかった。
② G社製品輸送での配車組みについては、一般的な手法とは異なり特徴的な手法が取られている。

一般的には、出荷オーダーに対して必要な車両を確保して輸送するが、G社では、確保できる車両

台数にあわせて出荷量（＝輸送量）を調整している。その結果としてドライバーの運転時間の削減

に非常に大きく寄与していると言える。
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②接車バースと荷役ホームの改修による積込作業現改比較
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⑤確保できる車両を基礎として輸送量を調整する手法の業界内への展開

【改善の方向と効果検証項目】
①横持との連携による積込み場所の集約の可能性検討

→即実施は困難、今後継続検討

②接車バースと荷役ホームの改修による積込作業現改比較

→2箇所ともに改修完了、荷役作業時間の削減を実現

③平ボディー車シート掛け作業時間の改善の検討

→施設増設見積り試算の結果、投資額が大きいため費用対効果の再検証を行い、継続検討とする

④ドライバーの時間管理の指導再徹底

→実運送事業者運行管理者による周知徹底を図り、改善された

⑤確保できる車両を基礎として輸送量を調整する手法の業界内への展開

→G社が実施している製品輸送の配車手法は、国内貨物輸送の繁閑波動を平準化させることに寄与

する可能性が大きいため、荷主業界への伝搬を目論んでゆく。
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一① 荷主にとっては、改善事項の実施により安定的・高品質な輸送力確保が実現でき、顧客への高い

サービスレベルを維持することができる。
② 実運送事業者は、G社の製品輸送手配に対する取り組みにより、繁閑波動の少ない車両運行の実

現によりドライバーの勤務条件も安定化し雇用の確保にも寄与できる。

① G社の事業運営方針では、顧客へのサービスレベル維持・高度化は、一環として製品輸送に係る物

流サービスの安定供給が重要という認識に立脚していることが挙げられる。

② 輸送サービスの供給側としても、G社のように良質で安定した輸送力確保に腐心している荷主との

取引を増やすことで、自身の安定した事業運営に寄与している。
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